
 

２０２３年５月１２日 

各  位 

 会 社 名 遠 州 ト ラ ッ ク 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役社長   澤 田 邦 彦 

(コード番号 9057 東証スタンダード市場) 

          問合せ先 取締役常務執行役員 管理本部長 

                     兼 経営企画部長   久 保 田 健 

                                   （電 話 ０５３８－４２－１１１１） 

 

経営理念策定のお知らせ 

 

 

当社グループは、陸上輸送を中心とした物流ソリューションのトータル・プロバイダーとして、お客様をサポー

トしてまいりましたが、２０２５年に創業６０周年を迎えるにあたり、当社の存在意義・使命を明確にするため

に、使命（ミッション）・経営目標（ビジョン）・従業員行動指針（バリュー）から構成される新たな「経営理念」

を策定しました。 

新たに策定した経営理念に基づき、高度化する物流のニーズに対応できる企業への改革を更に進め、事業の持続

的な成長と発展に取り組んで参ります。 

 

１． 使命（ミッション） 

 

（１） 人的資本である従業員の「幸せ」を第一義に考えた経営を行います。 

物流インフラの提供を使命とした全ての従業員が幸せになるように、経営として最善を尽くします。 

従業員が、仕事に対する誇りと働きがいをもって、いきいきと安全・安心に働ける会社を目指し、 

お客様に価値を提供する経営基盤を盤石にします。 

（２） お客様起点に立って、物流サービスのあり方を問い続け、挑戦と創造により、お客様に満足される価値

を提供します。 

（３） 地球環境にやさしい物流の実現のためにＣＯ2の削減に取り組み、社会的課題の解決に貢献します。 

 

２． 経営目標（ビジョン） 

 

（１） 従業員が仕事に対する誇りとやりがいをもって働ける安全・安心な労働環境をつくり、従業員の 

「エンゲージメント」を向上させます。 

（２） 戦略商品を核に関東・関西間の物流サービスを拡充し、事業領域を拡大します。 

拡大に際しては、安全・品質を向上させながら、当社車両と乗務員、作業員で運営する自社輸送体制を

堅持し、お客様のニーズに柔軟に対応する能力を確保します。 

（３） 先端技術の積極的な導入により、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を推進し、未来に向けた

物流サービスのイノベーションに挑戦し、事業価値を向上させます。 

（４） 社会的課題の解決に貢献します。 

法令を遵守し、お客様と共同して、地球環境にやさしい物流サービスにより、社会的課題の解決に 

貢献します。また、企業の社会的責任として、地域の交通安全づくりや地域社会の行事への参画を 

通じて、社会の持続的な成長に貢献します。 



 

３． 従業員行動指針（バリュー） 

 

従業員は、ミッション、ビジョンの実現を目指し、行動指針に沿って、バリュー（従業員の判断・行動の 

基準となる共通の価値観）を共有し、行動します。 

バリューを会社の組織文化として定着させます。 

 

（１）ミッション、ビジョンの実現を目指して、行動指針に基づき判断・行動します。 

従業員は、会社の事業の方向性を理解し、何に取り組むべきかを考えて、自らの目標に落とし込むと 

ともに、目標に合わせて自身の意識と行動を変化させます。 

（２）安全を最優先に考え、安全・安心な働きやすい職場をつくります。 

事故を未然に防止するため、ルールを遵守する基本行動を徹底します。 

職場の従業員が、気持ちよく仕事ができるように人と人とのつながりを大切にします。 

（３）お客様起点にたって、物流サービスの品質を向上させ、お客様に満足していただける物流の仕組みを 

提供し、価値を向上させます。 

お客様の方針、ニーズを理解し、期待に応え、安定した信頼関係をつくります。 

（４）我が事として、プロフェッショナルに仕事に取り組み、生産性を高めます。 

従業員は自分の役割や責任を理解して、当事者意識をもって業務の進め方を改善し、職場やお客様に 

提案し、主体的に業務に取り組みます。 

（５）何が正しいことなのかを「正直、誠実、高潔」に物事を考え、判断・行動します。 

法令と会社のルールを遵守し、ルールがなく上長に相談できない場合でも自らの責任で「正直、誠実、

高潔」であることを基準に判断・行動します。 

（６）多様な価値観を認め、従業員個々の強みを発揮し、課題に挑戦して、人財として成長します。 

率直な意見を交換する場をつくり、アイデアやヒントを組織として共有し、学び続けます。 

以 上 


